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第 3 章は、下垂体前葉における CAR陽性細胞に焦点をあて
た幹細胞ニッチ形成機構の解析の研究を展開した。高い種間
保存性を元に、ラットで発現している CAR のアイソフォー
ムの存在を確認した上で、定量的 Real-time PCR 法と特異
抗体による免疫組織化学を用いて、下垂体発生初期から成体
に至る各時期の発現と、局在様式の変化を調べた。 



























































-間葉細胞転移（EMT：Epithelial - Mesenchymal Transition）
マーカーでもある Vimentin で確認したところ、MCL ゾー
ンにおける CAR 陽性細胞では Vimentin が出現し始めてい
た。このことから、生後直後の MCL ゾーンの CAR 陽性細
胞は、EMT により細胞の移動性を獲得して、前葉の実質層
に移行し、前葉実質層の幹細胞ニッチを形成して、新たなホ
ルモン産生細胞への供給源となることが考えられる。 
本論文において、下垂体における CAR 陽性細胞は、幹・前
駆細胞の中でも特異な位置を占める細胞であることが初め
て明らかとなり、この細胞が発生過程における幹細胞ニッチ
の形成に関与していることを示す数々の根拠が得られた。さ
らに、CAR 陽性細胞は幹細胞性を維持しながら、成体の成
長過程の要求に応じて EMTを起こすことにより前葉の実質
層に移動し、実質層ニッチの数を増やし、生後の下垂体の急
激な成長に応じたホルモン産生細胞の新たな供給源となる
事を示唆する結果も得られた。 
今後は、こうした知見に基づいて、さらに CAR 陽性細胞の
特性を解析すると共に、CAR 陽性細胞からホルモン産生細
胞への分化誘導実験を行うことによって、下垂体における
幹・前駆細胞の正体を明らかにできると考えている。そして、
この CAR を巡る研究から、下垂体を含めた幹細胞研究に新
展開をもたらすことが期待される。
 
